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原発規制基準は｢世界で最も厳しい水凋の
虚構
一大飯原発運転差止判決が迫る根本的見直し

石 嬬克彦…巽巽鐵懸
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本年(ﾕ01ｲ)うﾉ121日，桶|:地方裁判所は．関藺

芯力大飯発近所(冊鮴叫おおい1II1:以・ド.大飯脱発)3,4

･り:･.IMIj(了炉1以"ド､本i:加発)の迦|畷鑛11洲求訴訟に

おいて，ル職住民側の緋えを秘め．被街の|刈西電

力にﾙ〔子炉を迦|隙してはならないと命じた1．

判決のlﾉ崎は．金閣の多くの{:I1民らが1970年

代から訴え続け2,錐蒋もj脚總ながら1”7年以

来主張してきたこと‘とほぼ金mi的に合致する．

従来の原発訴儲判決のほとんと'がﾙK子力行政に追

随するものだったことからみて1Mi期的だが､さら

に，原子力規制委員会が現在進めている原発再稼

働群査の拠り所である噺規制基準」が淑法.I急容

認できないとさえ言えるかもしれないことを示唆

している点が。きわめて重要である。水稲では．

まず判:決全毅を概観したうえで．地震科学の立場

から．称稼働辮迩を直ちに中jl患して新規制蝶蛎を

根本的に見腫すべきことを韮砿したい．なお，注

記のない聯門的躯填(＊鋤に閲しては適蹴コラム

を参照きれたい鯵

旗選度が変北する襄象としてみたとき．その遥大鯉)が

"5Gai(Gai[ガル準鎚逗震の単位)であった。

旧童雲指針漣2D06年9月に改訂され(以下．薪

壼塞旨錨．基奉地震動が「Ssjに－章化された。

震制行政庁のl言原子力麦全・保安院(以下,保安残）

陰同月，新爾雪旨針に窯らした既設原発の雨雲安

全性評価(蕊震バックテーック)の実施を各事業者に

求めた。関西電力は，看狭湾地蓑の美浜・大鰻・

高浜3原発について，周辺の地責溺査の実施

新たな乏斬層評伝,SSの策定，それにたいする

重要施設の麦全灌諺壽をおこない，2008年3月

{こ中間義告書，翌年3月にその追福版を提出した。

大鈑原発3』4号機のSSの最大加速度は700Gal

でj這れにたいして安全性が確保されるとした誠

2610¥11月に保安院が報告を妥当とし，安全

黍も翌眉，保棄院の判断を了承した。

a福島原美蕊故後の諸対策と大飯原発雲稼働：

20荊箒s月:制日の稟北地方太平洋沖地震で蛤
一一・・，』.と~.‐．

まつ索塞室電力槙島嘉源尭事故を貫けて』保安
院薩同蕊§勇豹臼腫縢急安全対策jを,6月

コラム

大匝原発3,4号機の耐震性評価の推移と原発安

全規制の変遷

妻記の2つのテーマを並行して，ほぼ年代龍

に路述する。「罰震」というときは「耐津波」も

含む。個々の事実の典拠は省略するが，全設にわ‐

たって大鴫(2013)の報告を参考にした。

1．大飯原発の基準地震動：大飯原発3．4号機(と

もに．加圧水型毫水炉[PWR)で電気出力118万kW)が，

原子炉等壼制法唾式名弥は賑原料物負,核耀潟勃質

及び原子炉の濯制に錨する潭律』)にもとづいて1987

年2月に原子炉設置許可を受けたとき，酎震設

計に閨する安全審査は旧原子力安全委員会(以下？

安全髪)の内規である「発魎用原子炉施設に関する

耐震設計審査指針j(以下，旧耐認旨針)に照らしてお

こなわれた。旧耐震指針は，2段階の基準地震勅

(溺愛股計に用いる地霞勁〔掘れ])のうちの強いほう

(S2)にたいして，安全上とくに重要な施設が安全

機能を保持することを求めていたが；大飯原尭

3,4号機のS勢は最大加速度(地麓鋤を，時刻とともに

|嬢'学’ 0869原夢認蕊I鰹調ま磁界琶簸這麟L,い蕊騏｣の鶴冊



7日に追加的な『シビアアクシデント(過酷[m大〕

瓢蜘対剰を各電力事業者に指示した。さらに7

月22日，福島原発事故後の副諸国の動きを参

考にした『安全性に閲する総合評側侭識ストレ

ステスト)の実施を各事集者に求めた。これは，股

計上の想定を超える外力(地匿･津波等)にたいする

原発の頑健性について，その限界(クリフエゥジ)や

弱点などをシミュレーションで総合的に鯛ぺるも

のでb再稼働の判断のための1次爵価と全原発

を対象とした2次解価からなっていた。

関西愈力は，大飯原発3号観については2011

年10月28日に,4号樋については同年11月17

日に1次評価の報告書を提出した。これらは一

括して審査さ払地霞勵のクリフエッジがSsの

18倍の1"Gal,津波のそれが設計津波高さ

く2“”の4倍の114mという評価を，保安院は

釦12年2月13日に，安全委は3月認日に，そ

れぞれ了承した。ただし，班目安全委委員長は，

1次評価だけで安全性が保歴されるものではない

と逮ぺたという。

原発再稼働をめざす政府賎釦12年4月3日

に「原子力発電所に関する四大臣会合jを段置し｡

3月28日に保安院がまとめたシビアアクシデン

トに関する伽項目の対荊をペースとして，

再稼働のための判断基準を4月6日に取りまと

めた。それにもとづいて，ストレステスト1次

謡価が了承されている大飯原発a4号機につい

て検肘し，6月8日に野田首相が再稼働を表明し

た。福島原発事故のあと，日本国内の原発は碩次

定期検査で停止し，釦12年5月5日に穆働原発

がゼロになったが，大飯原発の2基が7月に再

稼働された(3号極は1日，4号擬は18日に再起動。

ただし，釦13年9月2日に3号幾15日に4

号嬢が定期検査入りで停止し，再び国内稼働原発

ゼロ癖いている。

a原子力規劉委員会の発足と新規副基準：原発

の規劉行政庁である保安院が原発推進の経済産業

省に属していることにたいして，福島原発事故の

前から批判が強かったが，事故後にようやく改善

が図られた。『原子力規制委員会段睡法』が釦12

年6月”日に成立し，同年9月19日，保安院

｡"｡|xAsA+2,"睡…

と安全委が廃止されて鼠子力規制委員会(以下,規

囲勤が発足した。これは，瞳子力利用における

安全の確保を中立公正な立堪で独立して一元的に

司るための独立行政委員会(いわゆる三粂愛貝鋤趣

環境省の外周である。事務局として原子力規制庁

が囲かれた。

いつぽう,原子力規制委員会股圃法の附則にお
いて原子炉等規制法が改正さ鵬2013年7月8

日に施行された。そこでは，原発の股磁貯可等に

関する「新規制基準」を規制委規則として定める

ことのほぁ電気事業法の規制下にあった運転段

階等における規制を含めることや，シビアアクシ

デント対策の装務化，新基準の既段原発にたいす

る適用(パックフィゥト卸函,40年運転制限制の導

入などが規定されている。

福島原発事故後に保安院と安全委が多くの審鰹

会を立ち上げて古い基準の改善を検肘した跳そ

れらを土台として新規制基準が"13年6月19

日に決定され，同年7月8日に施行された。こ

の実体は非常に多くの規制雲規則と内規などから

なり，わかりにくい錨シビアアクシデント対策

のほが『基準津測の設定竜巻や火山の影蓉

の考慮，内部溢水対策などが新たに加えられた。

ただし，多数基立地の制隈重要度分類の見直し

などの重要課題は種み残された。耐震安全性に係

るのは『実用発電用原子炉及びその附属施殴の位

匙構造及び股億の基準に関する規則』(別膿鹿

閲の騨副がある)と睦準地霞勘及び耐霞殴計方

針に係る審査ガイド」であって,安全上重要な施

股は活断層等の露頭がない地盤に股砥すること，

活断層麗定の際に12万～13万年前の地圃が存在

しない場合には40万年前まで遡ること，敷地の

地下栂造を三次元的に把握することが追加して要

求された。

規制委は，運転中の大飯原発3,4号観をいっ

たん停止させることはせず,2013年4月から新

規制基準の骨子にもとづいて現状呼価をおこない，

同年7月3日に運転の継観を醒めた。敷地内の

破砕帯が活断層ではないかという問題が保安院時

代からあった醜これに関しては有職者会合を段

けて検討を鏡け,"14年2月12日に,鼠要施



設の下の娠砕書は活断罵ではないと結篝したった

だし，この問題に関しては関西電力が富らの調査

結果を翻すという蕊謹があり，福井地裁の判決が，

地篭想定の信頼性を稜種的に失わせるもめだと指
．？;..；．ｰ

桐している(判濠52箸53頁)。

関西電力は，2013年7月8日の改正原子炉等

華量
鐸患蕊講義蕊蕊謹驚雲

判決の而期的意義

この諏識は。福井県をはじめとする北海道から

沖繩までの住民189人が．人格椛ないし環境権

にもとづき,2012年11月30Hと2013年う月

lll:1の2次にわたって提訴したものであ磯お

もな争点は．人格権にもとづく篭止講求の妥当性．

立証尚任．大地震時の炉心冷却機能の維持．使用

済み核鱗料の危険性．堺故の被害が及ぶ範I淵など

であった。

樋1I"IﾘI裁判長〈および獅側咽潅･三宅1I1子災判宮）は、

懲法で保障された人格椎(側人鋤JI:命､身総称llおよ

びﾉﾋ濫に側する利濫の篝体)が日本の法制.ドで最高位の

髄髄であり．経済活動の自由に堀する原発の逆転

は劣位にあるとして．本件原発が人格擁を広範に

催書する異体的危険性があるか否かをこそ判断す

べきであって、原発の危険性の本質と被害の甚大

きがIﾘll'jになった福島原発1j職後にこの判断を避

けることは．裁判所に課せられた雛も重要なﾇ筋

を放粟するに等しいと言い切った．そして．この

判断は．原子炉等規制法*をばじめとする行政法

規のあり方や内容に左右.されるものではなく．新

規制挫準率の対象となっている．1噸に関しても基

準への適合性や審査の適否という観点からではな

く、上記の理念にもとづいて裁判所の判断が及ぼ

されるべきだと述べた。

判決は．本件原発には地淡の際の冷却機能と使

附済み核燃料の安全性に閲して欠陥があると認め

た。冷却機能については．鋤地潅勤(揺れ)の雌大

加速庇.が．被告が犠能維持の限界(クリフエッジ．）

と認めているlZ60Gal(Gal(カル〕は加速度の蝋位)を超

えることがありうる，鰯儲れが基準地震勤寧Ss(最

饅剴法および新窺制基準の龍行とともに，大飯原

発3,4号橇の再稼働をめざして「新規制塞準適合
一’三．

性に係る審査jを申請した。申請は，2014年7
I:…

月10日の時点で12原発の19篝について出され

ており，『原子力発電所の新規制基準適合性握係
：、、．i…．：

る審査会合」で審査が鏡けられている。

火鰄進喫70UGal)を超えても各煎の対策が剛意きれ

ていると被告は主張するが．それらが万全である

とはいえないし．Ss設定の侭卿i･桃が低い.g'Ss

以下の地震動であっても，外部龍灘や:i熱水の設

術の耐潅性が低いから火事故が起きる可能性があ

り、バックアップシステムにも限界がある，とし

た己悩il済み核燃料の安全性については．それら

を採番するブー ﾙが堅固に防御されておらず.不

測の鄭轆にたいする対応策も，深刻な』li故ばめっ

たに起きないだろうという見通しで成I)立ってい

ると判断した多

以上のとおり，鬮民の人機椛を放射性物質の危

敗から守るという観点からみると，本件臓発の安

全技術と設備は根拠のない楽観的な見通しのもと

に成り立つ脆弱なものと認めざるをえず，万が一

の危険という甑域をはるかに超える現実的で切迫

した危険だと判断した．このような施設のあり方

は．東予力発稚所が有する本賀的な危鰄I§につい

てあまりにも楽観的といわざるをえないとして．

逆転薙止を命じたのであるg

なお被樵側の．原発稼働が地力の#職安定性や

コスト低減につながるという主張は、多数の人々

の人格権と並べて強じること自体が法的には許き

れず．また二溌化炭素排出削減に群するとの主張

も．補烏原発4蝋が日本の富史以来蚊大の環境汚

染であることからみて甚だしく筋述いだと断じた雪

さらに，願発停止で多額の貿易赤字が出るとして

も．灘かな則-I:にl剥民が根を下ろして41蒲してい

ることが腿|淵であり‘これを取り戻すことができ

なくなることが陰l嵩の損失だとして．人格機を根

鴎二据えた根源的な指摘をおこなった‘。

以上の判決にたいして，ゼロリスクに囚われて

不合理だとか，規制委の安全審究の結諭が出る前

騨蕊鞭l塾淑は『世界で腰己蛭u,渤錘I｡｡M溌閏 |緋掌’ 0871



菱一原子力施設の事故防止と事故の影霧鰻和のための『深溌防藝』の5隠擶造(IA!;A'3にもとづ鋤

話嬬｜窒遡
蕊1満｜異露蓮転.韻舞の祭防

篭2綴l畿憲進言の制麓．故態の使知

諺3層I想定されている悪爵蕊準躯哉の剴穆

蕊4届 プラントの遇塗状羅の劉捧(聯款進農艤止と，遥毒夢

敦の影審議鞭を鴬む）

基本鰯季震

安全節識の謹計と，斑晶蝿の遡護

設総の監諜、測卸・保護傘システム

工学錘宝全鐙儲と職故対庵手瀬

璽転

原蓋塗篭鰯での揺第的手践とアクシデントマネジメント

蕊5職|戟射灌毒鷺働大鏡瑛坤にとも蕊う蜘鯉響画鍾詞1原尭庭護錫での蕊急露対驫

に辨側所が巡転麓止を認めるのば適切ではないと

いった批判?があるが､福島原発事故であらため

て明ltlになった原発の腫大で本質的な危険性を直

視して人機嫌の尊砿を根腹に据えた．きわめて合

理的で識爽な判決をまったく理解していない。

水準の低い新規制基準

稲#|:地裁の判決陰．原子力規制委員会等(以F、

蕊制毒の新蝋制維堆について直接の判断は示して

いないが。本件膜発が薪規制基準による蒋査を通

過して穂稼働されれば安全按術および設術の脆

弱性は継統することになると述べているa。これ

は,｢11t界で雌も厳しい水準jとされている新規

制蕪準が鬮民の人;勝椛の慨襟をもたらすものであ

ることを意味する．飛溌は，新規制蝋催は欠陥品

であって．これに依存していると鋪篁の陳発震災

を招きかねないと主媛しているが|99この問題は

n本社会にとって非常に亜饗なことなので,蒋稔

したい：

新規制装準が『世界で蟻も厳しい水準」だとい

うのは．安倍首報が好んで使う表現である冠診4

月11日に|捌議決定された『エネルギー雅本計

画｣'iにも，『・雌界で最も厳しい水準の規制基準」

に適合すると規制委が認めた職合には原発1I聡働

を進めると灘かれている雲福井地裁判決に側逃し

て竹官房擬浦も|瑚採のことを他べたjg．これらは

以~ドに述べるように虚雷といえるのだ氷マスメ

ディアでくり返し〈広報のごとくに》報道されるから．

陣|民は本当だと思ってしまう醤笑に腓I々しいこと

である。この表現は規制委の｢剛:'俊一委員長が言

い出したときれるが趣世界で一番厳しいような

0872 ’
l

KA"KUI"92｡"v･l.84No.8

ものを卿猯したと霜ったにすぎず．実現できたと

胸を張っているわけでばない騨乞そして琳斐は．

世界的にみて低い水地である。

水準力祇いという鋤I:Iは．剛緊的に常識ともい

える『深ﾙｻ防溌」がきわめて不l-分なことである。

深脳防誰とは.M呼力施設の躯放防止と事故の影

謬職和のための「喪全対溌の多段階設定』という

考え方で．災休的には風によって多少違ったりし

ているが．代表的漁IAEA(周藤涼子力濫I鋤のもの陰

菱のようにラl#iからなる.縮3畷までが重太《過

騎蛎放!シビアアクシデンl･》の防止."4･5廟が．

愛犬蛎故が起きてしまったときの影響緩和である．

ここで非燃に遮要なのは，各階墹が．前後の職舸

に卿待せずに般溌の対莱を尽くすことである。桶

島原発那故までのlil本の安全規制は第3螺まで

しか考えておらず．節4聯は雛業考の自主的取

り謹みとされていたが．実徽的には何もおこなわ

れていなかった。

規制委は．断規制鵬＃§において深畷防護を徹底

寺るとしている潅逢しかし実際は．以下のように

深溌防護の体を成していない言

婚一&こ．とくに耐震茨余撒に関して．模蟻とな

る第1畷が万全ではない。本件判決が示し．本

穂でも後述するように．耐渓設計の基礎となるべ

き雑準地旋勤が本撚的に過小評価と,なるような雅

準なのだ趣これは当然．誰術・榛器の講震性の低

きを通じて鰯2,3職の脆弱性をももたらす匡董

た判決は．耐淡亜喪度分類B,Cクラスの設鮒等

が基準地震動以~ドの縮れで破損すれば外部電源喪

失・主給水喪失が生じ患ことを亜要視したが，安

全擬能の蕊要度分類と耐礎壷要度分類を見直すべ

きことが課題になりながら'敬憧されている。裁



判で被告は．いざとなれ(鍔＃常"Iディーゼル発池

橇と補助給水殺伽があると主張し、それが規制銭

の考えでもあるのだろうが，これは非＃坪段だけ

に頼って韮本を疎かにする言い分で．深刷防准の

考え方が根本的にわかっていない亀

第二に．新規制基準で新たに蕊務化きれた雛4

肘のシビアアクシデント対鋪が非'淵に不・1.分であ

る。これについては本稿では説明しないが,ll上界

の原子力規制の動向に精通した原子力コンサルタ

ントの佐藤暁氏が詳しく諸じている;9．根本的な

問題として.IHI際的な過酷事故対策の獅l･思惣が

パッシブi鰭勤"》・自動．恒設．プロアクテイブ(先

を見趣す)．窕践主漉(ﾐ‘瀧主炎,災爽迦投)であるのに

たいして、［|本はアクティブ(動力依が)．乎助(判断

にもとづく人的朧作)，仮設(室ず移動･‘織洗が‘必鴨)，リア

クティブ(起こったら巻える)‘楽観的(輔神治的)机上識

であって，非常に危ういという。判決が．蝶準地

震動を超えてクリフエッジに至らない地麓勤であ

っても過酷'j職につながる危険があると述べてい

るが．まさに佐朧氏が愛虚していることである．

新規細I郷ではテロ対紫を新般したとする19｡

しかし，佐朧氏が詔介している米側"j苛烈な爽職

的対雛に比べれば1.1本は無防附に聯しい<:7j･jl

I弧阜安傭政椛が惣法解釈を変災して雌剛Ⅷ術椛

のｲ.r使審謎をIMI縦決定したことにより.l.l本は

『戦争･をすあ剛」になって．原発にたいする胤曝

テロ攻娯などが現爽的符威になったと衿えられる

が．私たちはﾒL裸同然であるくただし．郷l樅にまでし

て臓発を爆有･ｷー ることがよいというので瞼ない}・

第三に．雌終的に住民の生命・伽雌守るため

には繕ラルiが絶対的に垂要だが．新規制韮準は

始めからこの部分を放凝している。これは，設|if

法で定められた規制委の任務(Ifl災の生命.鯉服および

冊･産の撮鱒に完全に進背している。米臘Iでは考え

られないことであI)".ま謡二人捨磁の鐺ifを許

容する鍵制挫準だといえる。
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基準地震動の過小評価を許す新規制基準

前節で述べた．断規制基準･の網牌防推・鰯l～

3暦における耐蕊安全性の本-1-分さ．とくに基準

地震動の過小評価について，やや詳しく説明しよ

う。

判決は《本件原発の韮準地琵勤Ssは信葱性が

低く、それを超える地震動力制来しないというの

は根拠のない楽観的見通し(二すぎないとした。そ

の理由として，200う年以来l()年足らずの間に全

国4カ所の原発でラ|叫二わたって基準地震動S』

ｲ鵬爵震詣針"による)またはSs《厨巌謁鍛．､による)を超え

る地震動が到来したという事実を通視すべきで、

同様の手法でなされた本件原発の地震懲定だけが

信糾こ他するという根挺はないと述べた。これ盤

きわめて適切な指抽である(ただし.災羅Iまう雌発で7

m2り｡

判決要旨には「地震の想定に関しこのような誤

りが鞭ねられてしまった理由についてはγ今後学

術的に解決すべきものであって，当裁判所が立ち

入って判断する必要のない!l潮である。これらの

辨例はいずれも地震という間然の前におけ愚人|脇

の能力の限界を示すものというしかない｣(，雌と

記されている。「我判所が判断する必要ばない」

というのは妥当だし．「自然の前における人間の

能力の限界」というのも韮本的&こ正しい･ただし

蝿噌地鰻勤が過小評価であるのば、縮者がくり返

し指摘したように22．科学的談論に係る問題とい

うよりは．原発推進のために慾図的に科学的知見

を歪めたり科学の限界を無視したりしたという

側面のほうがはるかに大きい。そして．この姿勢

が新規制蝋i§でも続いていることが重大な問題で

ある。II澗震指針を鐘訂した新耐震指針にも大き

な問題があったのだが．新規制基準の雛準地籠

動及び耐漉殻,il･方針に係る群盃ガイド｣銅〈以下.審

溌カイド)は雑本的に赫陶漢指針を受:ﾅ識いでいて，

抜本的な改瞥がなされていないからである曇

ところで．判決に記言れている大飯原発う,4号

機の基準地震動Ss$雌大聴逃嘆700Gai》は.2010年に

新耐愛措針に照らした爾震バックチェックエで薙

定したものである認原発のすぐ北東洲から北西

に延びる.海底活断ltiFO-A《炎差約Z4!em)と．その

北西側のFO-B(』準約I1km》が同時に活動して］

原発麓糾延諏憾l.世界で蕊ﾓ醗u,球塞jの懸閲 |科学I0873



つの大地震を起こすとして．それらに対応する長

さ弱kmの撰源断勵面(地漢の本体)を地下に想定し

てこの地窪動(関繭繼力が齢Iと呼ぶ)を求めた。ただ

し．その後．福鮎陳発期倣後の保安院の審議会で

の注愈を受けて．FO-A断勵の陸側延長上で約

10km隔てて南東に延びる熊川断層(奨さ約18bn)

も同時に活動する溺合を念のために計算し，震源

断層面の長さを約園kmとして最大加速度は

759Galだとした気

原発敷地で計算される地震動は，鍵源断届面の

大局的な股定(区撹的断慰ﾓデﾙ)と，そこでの岩石破

壊の起こり方の詳細な仮定(徹観的断燗ﾓデﾙ)によっ

て大きく変わる。現在は．1”5年の阪神・淡路

大震災以降に箸し〈進歩した強震動地震学の研究

成果にもとづいてモデルが立てられ計鉢されるが．

研究はまだ発展途上で．自然の深奥を究めたなど

とは到底いえないから．将来を的確に予測できる

という保証はなにもない。判決が正艶を射ている

所以である。判決をｦ閑学的と非難する人がいる

が「現在の地鍵科学で将来が正確に予測できる」

と思うほうが余程「非科学的」なのである。

関西髄力は,2013年7月8日に大飯原発3,4

号機の「新規側悲準適合性に係る審査｣*を申諭

したときも,SS-lを基準地躍動の韮本と,した。

しかし．審査会合で多くの指摘がなされた結果

2014年5月9日になって.FO-A～m-B断層と

熊川断府の3連動で断届面の上端深さを4kmか

ら3kmに浅くした巨視的モデルを股定し，これ

で塞準地鍵動の瀞価をおこなうと方針転換した熱

現在は，そのモデルについての何種類かの齢鉢(威

拠的ﾓデﾙが典なる)のうち．東西成分の最大加速度

が856G1になるものをSs-4と呼んでいる。S宗

1の1.2倍強になったわけだ弧これで了承され

そうな雰囲気である。

だが実は．実際に大地鍵が起きてみたら断厨而

の上嫡深さが2kmだったとか．断層のずれ方が

想定と遮っていたとか．予想以上に原発の直下に

傾斜していたとか．アスペリテイ(断脳が大きくずれ

て地震波を激しく舷illする例域)が仮定と遮っていたと

か．応力降下熾(断鰄面上で解放きれる力の大きさ)が予

l,"--｡08"

想より大きかった"とかで，般大加速度が856

Galを大概に上回ってしまうということがないと

はいえない。さらに亜大な問題は，地下の震源断

肘面の畏さ航地表(瀞賎を含む)で砿認される活断

脳の長さと同じだとは断定できないことである。

つまり．FO~B～FO弓A～熊川断層(北西から噛東への

剛)の地下で発生する地震の麓源断厨面の長さ弧

例えば80kmにもなってしまうことがあるかも

しれないのである。そうなると，前述のことも併

せて，大飯原発での地麓動の最大加速度が相当大

きくなって(クリフエッジの12"GJを超えるかもしれな

い)，しかも強い震動の継競時側が長くなり，長

周期の揺れも大きくなるだろう。さらに余震活動

も激しくなるはずである。すなわち．判決が「大

飯鼠発には12"Galを超える地震は来ないとの

確実な科学的根拠に藷づく週定は本来的に不可能

である｣(毎mと述べたのは．きわめて適切だと

いえるのである乳

審壷ガイドは．基準地麓勤を「敷地ごとに震源

を特定して策定する地躍動｣《以下.A)および「鍵

源を蒋定せず策定する地震動｣(以預B)について

錐定するように定めている(悲軍地震動は鳳琵ごとに裡

致蹴泡され．段大捌迦腿がいちばん大きなものが代変のように

引川されるわけである)。上述のS←1¥Ss-4はAで

ある。Bは．敷地周辺に活断層力惚められなくて

も地愛が発生することがあるので．その場合の地

鍵動を瀞価するものである。

実は.Bが非常に亜要である。長さの郷､活断

舸付近の地下でも．さらには活断鬮が麗められて

いない鰡所でさえも．長大な震源断層面をもつマ

グニチュード(")7前後の大地麓が起こって麓源

近傍に激しい地震動をもたらすことがあるからで

ある。これに関して審壷ガイドは，「震源と活断

刷を関巡づけることが困難な過去の内陸地殻内の

地麓について得られた溌源近怖における観測記録

を収染し｣．各種の不硫かさや敷地の地錠特性を

考職して錐準地震動を鋪定することと規定し，

「収築対象となる内陸地殻内の地震の例」として

16の地鎚を表禍している。しかし，大地震の発

生頻艇力戦くて信頼できる観測記録がきわめて少



ないという本礎的制約のうえに、茨から除外され

ている地震があI)･(後述).いろいろな注釈も沸か

れていて，癖鉦ガイドはBを過小評価できるよ

うになっているご

群在ガイドの炎から除かれている2007年新潟

県中越沖地震(〃“)の際に‘東京遮力柏崎刈羽原

発崎錫県撒鑪i!『･刈羽村）の1号機地下の岩稚での揺

れ蝶撫蝋篭職と比戟可能なもの)のilf大加速度が1619

G副lだったことが．原子炉建屋堆下階の地震観測

記録から東京奄力によって推計されている蕊城

者は，この地震は濃源を特定することが脳推な地

震だと考えているが．仮にそうでないとしても．

これまで原発欺地の岩礁で災際に観測された妓強

の橘れとして堆亜要視されるべきである。なお判

決は●雄大加速度1260Galを超える地潅勤がﾉ<

飯原発に到来する危険があるという判断のなかで．

冊1本で記録された既往雌大の加速陛値として

2()08年端手．嵩城内|礁地胸〃7．Z>の際の4022

G:l1に雷及しているが，これは注懲を蕊する鱒こ

の値は.防災科学技術研究所の雅総強麓観測綱

(KiKPn"の観測点IWTH25(-－1M鋤の地表の3成分

合成値であって"●原発の耐溌設計で使われる地

,ド岩鰐'での基準地淡勤とi!:接比鮫するのは不適

当である。IWTH2うの深さ260mにおける雌大

加速腱は・う成分合成で1077Galであった琴

前述のようにAの地震動も本Wr的に不可知で

あることを考えれば,H本全圃の原発において，

坐準地震動の殿大加速度は少なくとも既我雌大の

1700Galにすべきである望柏崎刈羽原発の観測

値は地震力辮別だったとか．地下削造によって凝

れが期綿きれたとかいう説明が多いが．蕊たちの

地震現象の理解がまだ不十分であることを徽虚に

受け止め●原発に求められる雄大|災の安全性を追

求すべきである。「少なくとも」というのは．こ

れ意での乏しい剛Iﾘ邸例のなかの蝦大値にすぎず

自然現象としてこれが錐大とは言●えないからであ

る．ちなみに●拍崎刈羽原発l～4号.橇の紫準地

震動の般大加速度ば2300Galである巽己

もちろん●地震科●学の研究を否定するわけでは

ない｡しかし．蛎故が起きて放射能が大蹴に放出

されれば膨大な人々の生命と人生がズタズタにさ

れてしまう原発の稼働に．発腱途上の研究成果を

都合よく道附して規制の上限を抑え，コスト削減

を図るようなことば．謹対にして(まならない。
ー一一＝画一

ー 篝雷一一~字=一言一~壱一
一 1 ● ■

華幸
一里

自今

r ‐．_一テーーこ－＝ー一・‐＝一二』1F”--ﾓﾛ

再稼働審査の中止と新規制基準の根本的
改訂を

以上みてきたよう:こ．今回の福井地裁判決の根

本輔神ばかりでなく，大飯原発3，4号稜が有し

ている具体的危険性に関する判示の科学的根拠を

理解すれば。判決力轆件原発に当ては表るだけで

はなくて．地礎列脇･l1本のほかの原発にも．ま

た断規ﾙﾘ基辮こ沿って進行中の再稼働罰談全般に

も当てはまることがよくわかる．そして，新規制

蝉僅が新たな大規樅な人格権の侭筈をもたらす具

体的危険性を有していることもあらためて明らか

になった‘‘ここから導かれることは．新規制韮堆

の擬本的見直しと‘現在進行‘:|:Iの「新規制挫準遮

合性に係る辮鯛!{!；羅鰯権総の巾｣'二であるg

糀道錘によれば，規制委が近々 癖森智:漆をまと

めて早ければ今秋にも再稼働する可能性がある九

州瀧力川内原発(塊児脇県礁"IIII姉)1,2号橇に関し

て．訓倣II寺の対紫拠点となる「オフサイI､センタ

ー!(緊急飛態堪急対篭擬欺維‘鐸の脾擴備が間に合わな

いおそれがあるという。だが．そういう状況のま

ま原発が稼働されるなどということは欧米ではあ

りえない、しかも．説明ば禰紳201軸籔にゆずるが

妓大加速度620Galという進準地震動雪瞳、前節

のBに関する審査ガイドの欠陥を巧妙に使った

過小評諦になっていて．膜発施設の儲灌安全性は

保証されていない．

規制委の委貝蛙および謝iは．専門的知見にも

とづき中立公正な立場で独立して職椛を行使し、

もって圃民の生命．健康および財産の保謹，環境

の保全などくこ費するときれている傷規則に定めら

れたことを役人的に進行するのではなく、禰非地

裁判決のレベルに立ち返り．人々の人格熊を守る

という根源的な使命を肝に銘じて遥縦感と見識に

満ちた判断を切望したい密

瞭尭j鵠1塁乳蝿『劃fご量も鐙しし啄難｣の虚棚科学 |'87'
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､“B刊“咽arヅ1CO1に掲睡されている｡

2－例えばb海題飽･莞風発瞬餓.岩鰹騎魯2011)

3－石侭克彦8科学beZ".mO(1997)8石園克彦8原発盆災一蜜

姻の軌跡，七つ轟密函(釦12）

4－大喝圏窪立法と闘壷(参圃院駆溌局企図飼壁童画鐘･発行)．

No.344.131"13).h即…bSangmg．4"apan""nnW

動 8“1…1"g"B131mi

5－噸弁から原発を止める露判の金jホームページ(】坤班

adeunpp"Mによればb原告は1次が1M人,2次が露人。

このホームページから．第2次拠瞬の鯨状を含む各囲箕科がダ

ウンロードできる。なお判決は．福島原発亭故とチェルノブイ

リ原発享故の検肘にもとづいて大頗恩蝿から"0m圏内に居住

する原告の朗求を鹿めたが，それ以遠に居住する顧告の圃求は

蕊却した。

6－判決は，顔告側の環境樋の主裂や．さ虫ざまな逮法理由．高

レベル放鯛性鹿棄物の問皿などについては，判断の必要がない

とした。

7－例え賎践亮駈間m14年5月聖日付靭刊『社脱j・座た日

本顔子力学会はプレスリリースで‘「ゼロリスクを求める奪え方

は科学技術に対する鯉判所の判断として不適切です。いかなる

科学・技術も人間や環境に対してリスクをもたらし窪す鰯科

学技術によってリスクを十分に低域させた上感その恩恵との

バランスで社会はそのリスク藍受容してぃ虫す。本会は諏波対

策，皿大事故対露および事故時対策を適切に行えばb福島第一

原子力鑓電所事故の冨現防止は可鯛であり，かかる怠味におい

て，恩チカ利用は人格祖を犯すものではないと考え漢す」と連

ぺているが(hiゅ州靴Besl.cmIMn坤陶g8m!ggE"R201~P.

"I),抜きがたい自己過個のうえに立った倣侵で破醒恥ともい
えるコメントである。

8-判決は.『鰯4当鯉判所の靭断7本件駅発の現在の安全性
と錘卜めの必要性について」において，「現窪，騎規圏基準が策

定され各地の原鑓で縄々な魔箪が採られようとしている域箭

規飼基軍には外鄙趣諏と主飴水の双方について基準地錘に囲

えられるまで強度壷上げる。益箪地鼠動を大鬮に引き上げこれ

に合わせて股侭の強度を高めるエ亭を臆エする．便用露核鰹

料を堅固な施般で囲い込む辱の措皿は盛り込虞れていない“蟹

4魯鬮)．したがって．榎告の再稼助申爾に基づき，5，6に癖

示した閏題点が解潟されることがない塞虫厨規翻塞準の圃遼を

通過し本件霞発が稼助に至る可鎚性がある。こうした趨合b本

件原鑓の安全技衡及び殴儲の臆弱性は鍵厩することとなるjと

述べている(65頁)。

9－石楓克醗爾海トラフ巨大地貫一歴史・科学・社会b宕波

書店．187(釦14)8石侭克麗:世界．釦14年6月号，37函14）

10－安倍首相は．2014=1月24日の鱈186回図会の総理大臣

旛政方針演睡において，『叉任あるエネルギー政震を栂麹する

としたなか己『世界で丑も厳しい水率の安全規翻を洞たさない

限り,原発の再穂働はあり窪せん」と逮ぺた(荷相官邸ホームペ

ージ,hup:WⅦ種nlBLgc.ipiWaabe賦帥BmBn…1401MBI
“ﾛ狗uSh.html)。また5月1日，肪英中のシティ菫悩砿迎晩鐘

会のスピーチでも『世界のどこにも劣らないレベルの厳しい安

全基塑jを洞たした恩発から嫁働させていくと通べた(首祖官邸

｜…ul"…I.84Noba0876

ホームページ｡htip:WWW・kanlei・goqjpmWSmabe佑睡tementノ

釦1…1SW釦』1m)．

11－エネルギー基本叶面,ml4年4月．ht甲…B”働画．
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12一瞥官園長官は．配管会見で判決についてのコメントを求め
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規劉袋員会でしっかりとした唾をしていただくなか窓その

鎧果を待つ』の力議樋の考え方だと述べた(首相官騨ホームペー

ジ．内閣官圃長官露会見．望O14年5月21日午後．hllp:"

…蛇就eLい…鍾寧…14"LP』応rd)｡

13-例え鴎注4の文献

14-田中委艮長の尭倉は，『倉い方が適当かどうか分かりませ

んけれども，世界でも一番敏しいような規鬮基準をつくってい

くのだということで取り阻んできました。（中略)全体として，

そこそこ狙い通りのものができたのではないかと思っていま

すj「字面として，規制基箪としては相当レベルの高い基率では

あるし,jというものである(頭子力規劉霊風金肥者会見録，

釦13年6月19日14:00～･http*wwnsmgoMdWmataノ

麺1鑑1…脳唖&"r)。なお，菅旺人衆魁院堕艮が釦14年4

月16日に拠出した質間主愈智で『世界で曇も厳しい水率の規

劉遷顕』という捜鍵壱愛したのにたいして、安倍首相の4月雪

日付答弁笹では『圏原恩チカ侭囲や蹟外国の規闘基準を穆零に

しながら．曇が図の目鍵条件の厳しさ等も勘案し、地風や津譲

への対簸の強化やシビアアクシデント対霞の導入を図つた上で，

世界赴窟水躯の遜霞となるよう簸定したものである」と述べて

いるにすぎない(銀腫院，貫問名「エネルギー基本計画に間する

頁間主怠密」の経過傭観0hnp…副貰"lm』餌､鰊…

銅鞠…”画鯛枇､蝿施umc"186123Wm)。

15-IA"maGSa伯tyPrInclplesbrNu国⑧ar…erP1amB
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ついて・・慨要o"13年7月(麺13),h即…89昼…W

…配M…IWn…幽叫5忽画

17-原子力規卸委艮会，7月以降の検肘鰹題について，発愈用

軽水型園子炉の所規題基準に園する検吋チーム第21園会合平

鹿雪年4月4日．貿料3,1……郵暉屈唖…uu

shWWldn=aJ…剛y画蝿Bm…1""Sこの箕科腱は．橿
島園発事故で問題になった厘子炉水位計や達し安全弁にたいす

る規制的要京や．原子炉主任技術者の投函明確化と箕柊要件の

倹酎も配されているが･基本的に放匪されている。

18-佐塵蕊鳳チカ規制のグローバルな癌と日本潔層防圃～

卜輝d⑧印画"enaugW～･釦14年4月18日の院内学習会

における鯛誕動因はh坤…垣海域、…1乃鴎調資

料はh坤…画龍…14“1&－－興胸“

19-注16の文欧

20-靭日斬岡デジタル"14年3月15日によれ鴎米国原子力

規靭袋風会・翻妥風長のヤツコ氏が泉田新潟”率との対餓でb

地元の『頚闘醗函拝十分なら，米国では原子力規翻愛が恩発

停止壱担示するだろう」と掴鋼したという(h…回a”hL

…畑副B…G"7G創壁GUUPIOmW1"・

郵一判決は，麺5年宮域県沖地霞の際の東北母力女川原発，

…年圏錘半島地度の膝の北睦電力志焚頤発,20W年新潟県

中越沖地風の暗の東京愈力柏崎刈羽原発．釦11年東北地方太平

洋誹地風の躍の樋島箆一顕尭と女JII顕発の5例をあげた。しか



し，量後の地霞の際の日本原子力発愈東海第二原発，その地度

の余風“月7日，宮輯県沖)の鯉の女川原発も，はぎとり波の

応答スペクトルが一部周期帯でSSの応答スペクトルを上囲っ

た蝿チカ安全・保安院$平鹿麺年東北地方太平洋沖地風の知

見を考愈した園子力発駐所の地霞・津翌の醇価について～中間

取りまとめ～,2012年2月16B,hllp"wW・meli.9｡』咋氾

S"011ﾉ唾012"1BO…12"1eCmepdi)｡

22-例え砿石侭克彦8科学，7風884.92α1“6“”(『科

学」廻築題画8原発と貫災．岩洩密店(”11)に再鯛8石楓克彦8

原発風災一一替姐の軌跡，七つ森書曲("12);石侭克彦:科学｡

82841“12）

認一原子力規制袋員会8基準地展勧及び酎璽腫計方針に銀ろ審

査ガイド．2013年6月・htlp8伽W職nsrbgojWraﾉkemlﾉda!"

釦1…8J鱈叩pu極胞脚pd!

誕一原子力安全・保安隆酎霞股計審査招針の改町に伴う関西

電力株式全社大飯発電厨3,4号楓閉園安全性に係る解価につ

いて(基串地風動の策定及び主要な施殴の國重安全性呼価>，

mlO年11月銅日．h!甲…nSmgc…賊鰄EW…池凹

…踏加魎也塵11審2”

雷一関西趣力株式会栓大飯発電所”弓A～"B断層と醗川

断圏の運動を仮定した地風動解価．地貫・津璽に閏する愈見唾

取金蝿度助囲”(露1回)．釦12年4月型日，箕料1-4-5.

ht睡伽Wnangoq陣圃HV銃t砲amhmg輝肥ﾛ0尼鯛_"1"4S.

“f

詣一関西趣力橡式会社大飯発愈所地風助呼価について．錨

111回原子力発愈勝の競規闘基箪適合性に係る審壷会合，2“4

年5月9日，箕科1名""wJ"ggj"mi…t“取次a

嘩唾e珈露…他111-鯉“
27ー侭西愈力はアスペリテイの応力降下迅壱14.1MR(メガパ

スカルb応力や圧力の単伽としているが｡SO～40M函という

こともありうる。この値は愚裁ﾛ速麗価に直接効いてくる。

記一毎日新聞2014年5月空日付朝刊(大阪本社13画は，

｢入倉琴次郎・哀都大名誉紋授(強度助地鼠学)の畷掘れの強さ
が1露0ガルを超える地屋が絶対に豪ないとは言い切れずb善

告を発する迩味で璽要な判決だ』というコメントを褐趣してい

る。ただし入倉氏陰『判決は科学的に十分稲垂しているとは曾

免ない。覇規翻基準に基づき．関愈は冷却システムが鎖園する

リスクを量小にする対策をとっている(後略》」とも速くている。

雪一原子力安全・保安鋒東京電力株式会社拍鱈刈羽原子力発

電所敷地・致地周辺の地貿・地筑桐週及び基皐地鼠動の呼価に

係る靭告密(中間穏告>，釦鯛年11月,h咋伽WW・脚創銅陶a､．

bJWTMurtl創釧細nl5ppdI
”－例えばb青井瓦ほか防災科学技術研究所主要災審鯛査，

43e,19(2010),h恥肥ﾙcpachOSaIED卯巾TMgW"蜘胞生

『唾』画J麺就"鯛辨抄""Lな魯上下嘆分において
“鴎G副というきわめて大きな加速度鞍鹿録し、しかも上向き

が大きくて『トラン誠リン効果jと名づけられた。逆鰯暦の上

盛効果の可餌性があって大飯原発の地霞助の検吋にとっても皿

要である〔地中の上下鼠分もSmGalと大きかった)。

31－正確には，一定の桑件を滴たす岩鰹に「解放基盛凝面』と

いう自由喪面を想定する。
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